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農
家
の
祭
典
「
第
16
回
全
国
農
業
担
い
手

サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
い
し
か
わ
」
は
10
月
29
日
か

ら
3
日
間
、
石
川
県
内
の
11
地
域
で
開
催
さ

れ
、
全
国
各
地
で
活
躍
す
る
大
規
模
農
家
な

ど
関
係
者
が
地
元
石
川
の
担
い
手
と
の
交
流

を
深
め
ま
し
た
。
サ
ミ
ッ
ト
初
日
の
29
日
に

は
皇
太
子
さ
ま
が
7
年
ぶ
り
に
能
登
町
を
訪

れ
、
春
蘭
の
里
を
見
学
し
ま
し
た
。
春
蘭
の

里
事
務
局
長
の
多
田
喜
一
郎
さ
ん
か
ら
説
明

を
受
け
た
皇
太
子
さ
ま
は
、
き
の
こ
選
別
作

業
を
行
う
ワ
ン
・
ミ
ン
ハ
ウ
さ
ん
、
セ
ン
・

ケ
イ
ブ
ン
さ
ん
、
堂
坂
了
さ
ん
に
農
家
民
宿

の
運
営
状
況
な
ど
を
尋
ね
ま
し
た
。

❶彌榮太鼓の力強い演奏に拍手が

贈られた【30 日・交流会】、❷柳

田食産のブルーベリーワイン醸造

タンクを見学、❸直売所では海洋

深層水を使ったトマトなどを試食

【31 日・おくのといち】、❹耕作

放棄地解消への取り組みについて

学んだ【31 日・㈲内浦アグリサー

ビス】

02

石
川
県
を
舞
台
に

全
国
の
農
業
関
係
者
が
交
流

能
登
の
里
山
地
域
で

農
業
の
将
来
を
考
え
る

全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト

❸❹

翌
30
日
、
金
沢
市
で
の
開
会
式
・
全
体

会
に
続
き
、
国
民
宿
舎
能
登
や
な
ぎ

だ
荘
で
能
登
地
域
交
流
会
・
情
報
交
換
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
実
行
委
員
会
の
南
正
晴
委

員
長
が
「
農
業
の
多
面
的
機
能
、
農
業
と
農

村
の
役
割
に
目
を
向
け
て
行
き
た
い
」
と
参

加
し
た
約
90
人
に
あ
い
さ
つ
。
持
木
町
長

は
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
厳
し
さ
に
触

れ
「
情
報
交
換
し
、
足
腰
の
強
い
農
業
に
し

て
ほ
し
い
」
と
参
加
者
を
激
励
し
ま
し
た
。

彌い
や
さ
か榮
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
太
鼓
も
披
露
さ

れ
、全
国
の
農
業
関
係
者
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

　

31
日
は
2
班
に
分
か
れ
、
町
内
を
視
察
。

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
で
の
事
例
や
課
題
に
つ
い

て
学
び
、将
来
の
農
業
の
姿
を
考
え
ま
し
た
。

きのこの選別作業をご覧になる皇太子さま【29 日・春蘭の里】宝
暦
杉
の
物
語

宝
暦
杉
は
珠
洲
道
路
沿
い
、
寺
分
の
広
場
に
立
つ
、

樹
齢
約
２
6
０
年
の
古
木
。

江
戸
時
代
の
農
民
た
ち
の
思
い
は

平
成
の
今
も
田
畑
を
見
守
る
。

❷

❶
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宝
暦
年
間
の
能
登
で
何
が
起
き
た
か

　
「
数
千
人
バ
カ
リ
又
々
押
寄
、
源
五
ツ
ブ

シ
申
候
」
―
神
和
住
の
真
念
寺
鬼
簿
帳
の

宝ほ
う
れ
き暦

6
（
１
７
５
６
）
年
7
月
6
日
の
晩
の

記
述
で
あ
る
。
宇
出
津
組
の
二
十
三
か
村
の

農
民
が
加
賀
藩
の
十と
む
ら
や
く

村
役
・
源
五
の
屋
敷
を

襲
っ
た
、「
源
五
騒
動
」
に
つ
い
て
記
録
し

た
部
分
で
あ
る
。

　

騒
動
は
翌
日
に
は
藩
の
知
る
と
こ
ろ
と
な

り
、
他
郡
の
十
村
役
が
駆
け
つ
け
取
り
調
べ

に
あ
た
っ
た
。
騒
動
の
中
心
人
物
と
み
な
さ

れ
た
五
十
里
村
治
平
、
中
斉
村
甚
左
衛
門
、

藤
ノ
瀬
村
宗
兵
衛
・
七
右
衛
門
・
市
・
九
郎

三
郎
、
藤
波
村
宗
五
郎
の
7
人
が
金
沢
の
牢

に
送
ら
れ
、
生
涯
を
閉
じ
た
。

　

宝
暦
7
（
１
７
５
７
）
年
も
ひ
ょ
う

3

3

3

に
よ

る
被
害
な
ど
で
凶
作
。
農
民
は
ま
す
ま
す
困

窮
を
極
め
た
が
、
能
登
地
区
の
十
村
は
年
貢

の
取
り
立
て
を
強
化
し
た
。
明
け
て
宝
暦

8
（
１
７
５
８
）
年
、
宇
出
津
組
で
年
貢
米

８
０
０
石
の
不
足
が
摘
発
さ
れ
る
。
責
任
を

負
っ
て
入
牢
し
た
の
が
寺
分
村
の
勘
十
郎
と

五
郎
左
衛
門
分
村
の
太
郎
次
郎
。
こ
の
2
人

が
植
え
た
木
が
現
在
の
宝
暦
杉
と
さ
れ
る
。

　

加
賀
藩
が
設
置
し
た
統
治
機
構
「
十
村
」

は
数
十
～
数
百
の
村
を
統
括
し
、
徴
税
や
治

安
維
持
な
ど
に
あ
た
っ
て
い
た
。
騒
動
が
起

き
た
宇
出
津
組
は
23
の
村
々
で
構
成
さ
れ
て

い
た
。
明
暦
元
（
１
６
５
５
）
年
に
石
川
郡

渕
上
村
か
ら
初
代
の
十
村
役
・
源
五
が
柳
田

に
入
村
し
た
。
初
代
源
五
は
農
村
の
近
世
化

に
着
手
、
各
地
の
祭
り
を
統
合
し
て
柳
田
大

祭
の
基
礎
を
作
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
寛
文

4
（
１
６
６
４
）
年
に
宇
出
津
に
移
住
。
宇

出
津
で
も
「
あ
ば
れ
祭
」
を
始
め
た
と
さ
れ

る
。
初
代
源
五
は
延
宝
４
（
１
６
７
６
）
年

没
。
襲
撃
さ
れ
た
の
は
子
孫
の
5
代
目
源
五

で
あ
る
。

　

一
揆
が
発
生
し
た
要
因
は
、
第
一
に
は
自

然
条
件
に
起
因
す
る
凶
作
が
挙
げ
ら
れ
る
。

真
念
寺
鬼
簿
帳
に
よ
る
と
2
年
も
前
の
宝
暦

4
年
の
5
月
か
ら
は
日
照
り
続
き
、
7
月
に

は
害
虫
で
あ
る
ウ
ン
カ
に
よ
る
被
害
を
受
け

た
と
さ
れ
て
い
る
。
翌
年
6
月
上
旬
に
は
、

幕
府
の
巡
検
使
が
能
登
を
視
察
し
て
い
る

が
、
飢
え
に
対
し
て
手
当
は
な
か
っ
た
。
極

限
状
態
の
農
民
は
貸
し
米
を
申
し
出
て
、
宝

暦
6
年
の
4
月
に
他
国
米
が
奥
能
登
に
貸
し

出
さ
れ
た
。
同
時
に
藩
か
ら
は
、
木
の
皮
な

ど
の
異
物
を
食
べ
な
い
よ
う
命
令
さ
れ
て
お

り
、
農
民
が
置
か
れ
た
環
境
の
厳
し
さ
が
伺

え
る
。

　

悪
天
候
に
加
え
、
経
済
政
策
の
失
敗
も
史

料
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
宝
暦
5
年
7

月
、
加
賀
藩
は
銀
札
を
発
行
し
た
。
こ
の
こ

ろ
の
加
賀
藩
は
、
藩
主
が
9
年
の
間
に
4
回

も
交
代
し
、異
常
気
象
へ
の
対
策
も
取
れ
ず
、

財
政
危
機
に
陥
っ
て
い
た
。銀
札
の
発
行
は
、

銀
と
の
兌だ
か
ん換

が
認
め
ら
れ
な
い「
不
換
紙
幣
」

で
あ
っ
た
。
こ
の
信
用
の
低
い
銀
札
の
発
行

史
料
と
史
跡
か
ら
見
え
る
農
民
の
苦
し
み

江
戸
時
代
の
四
大
飢
饉
と
い
う
と
一
般
に
「
寛
永
」「
享
保
」「
天
明
」「
天
保
」
が
上
げ
ら
れ
る
。

こ
の
中
に
「
宝
暦
」
は
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、
知
る
機
会
が
少
な
い
。

宝
暦
年
間
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
、
農
民
が
苦
し
ん
だ
の
か
。

に
よ
っ
て
物
価
の
高
騰
を
招
き
、
米
の
買
い

占
め
な
ど
に
よ
っ
て
宇
出
津
の
蔵
か
ら
米
が

消
え
た
と
い
う
。
こ
の
た
め
商
人
に
対
す
る

庶
民
の
怒
り
は
大
き
く
、
宇
出
津
町
内
の
豪

商
宅
も
標
的
と
さ
れ
た
。
源
五
も
出
雲
屋
と

い
う
商
人
を
通
じ
て
金
儲
け
を
し
て
い
る
と

い
う
噂
が
た
ち
、
農
民
た
ち
の
反
感
を
ま
す

ま
す
強
く
し
た
。

　

こ
の
銀
札
は
騒
動
の
後
、
宝
暦
6
年
7
月

に
よ
う
や
く
廃
止
さ
れ
た
。

▼能登町指定文化財「真念寺鬼簿帳」。

「鬼簿帳」は過去帳のこと。佐々木山

真念寺（神和住）蔵。第 8 世の慶俊

が檀家の生死とともに天変地異や物

価についても記載している。

農
民
が
加
賀
藩
十
村
役

源
五
の
屋
敷
を
襲
撃

能
登
に
残
る

宝
暦
の
史
跡
巡
り
①

  

宝
暦
杉

1  

宝
暦
義
民
碑

2

  

甚
左
衛
門
碑

3

○
宝
暦
杉
の
近
く
に
地
元
、
寺
分
・
五
郎
左
エ
門
分
の

有
志
に
よ
り
立
て
ら
れ
た
慰
霊
碑
。
昭
和
57
年
に
開
眼

式
典
が
開
か
れ
た
。〈
寺
分
〉

○
入
牢
し
た
中
斉
村
の
甚
左
衛
門
を
顕
彰
す
る
た
め
昭

和
37
年
に
立
て
ら
れ
た
碑
。
鐘
楼
の
横
に
立
つ
。

〈
神
和
住
（
真
念
寺
境
内
）〉

○寺分村の肝煎・勘十郎と五郎左衛門分村の肝

煎・太郎次郎が植えた木とされる（能登町指定

文化財）。幹の根元に割れが見つかり、平成 3 年

からは 2 本の棒で支えられている。〈寺分〉

一
揆
が
発
生
し
た
要
因
は

何
だ
っ
た
の
か

  

治
平
地
蔵

4
○
五
十
里
村
治
平
を
追
悼
す
る
た
め
村
人
に
よ
っ
て
設

け
ら
れ
た
地
蔵
。治
平
は
自
ら
責
任
を
負
っ
て
牢
に
入
っ

た
と
い
わ
れ
る
。〈
五
十
里
〉

能
登
町
内
に
は
、
多
く
の
宝
暦
義
民
に
関
す

る
史
跡
が
残
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
苦
し
み

を
今
に
伝
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

※
〈　

〉
内
は
所
在
地

○能登町役場

1 2
3

5

4

7

6

能登空港

真念寺
　卍

平等寺
卍

能登町

珠
洲

道
路

主
な
で
き
ご
と

宝
暦
5
（
１
７
５
５
）
年
4
月

　
加
賀
藩
、
銀
札
発
行
を
開
始

宝
暦
6
（
１
７
５
６
）
年
7
月

　
千
人
規
模
の
農
民
が
宇
出
津
源
五
宅
を
襲
撃

宝
暦
6
年
8
月

　
騒
動
の
首
謀
者
と
し
て
中
斉
村
の
甚
左
衛

門
、
五
十
里
村
の
治
平
ら
7
人
が
金
沢
に
投
獄

さ
れ
る

宝
暦
7
（
１
７
５
７
）
年
8
月

　
降
ひ
ょ
う
や
害
虫
被
害
が
発
生
。
こ
の
年
も

凶
作
と
な
る

宝
暦
8
（
１
７
５
８
）
年
5
～
8
月

　
奉
行
や
他
郡
十
村
が
宇
出
津
組
下
８
０
０
石

の
不
足
米
に
つ
い
て
徹
底
的
に
詮
議

宝
暦
8
年
10
月

　
不
足
米
の
責
任
を
取
り
、
寺
分
村
の
勘
十
郎
、

五
郎
左
衛
門
分
村
の
太
郎
次
郎
、
十
郎
原
村
の

藤
次
郎
ら
が
投
獄
さ
れ
る

富山湾
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平
成
に
生
き
る
宝
暦
義
民
の
魂

　

上
町
地
区
に
は
明
治
8
年
創
立
の
上
町
小

学
校
が
あ
っ
た
。
旧
上
町
小
学
校
の
区
域
は

寺
分
・
五
郎
左
エ
門
分
を
含
む
、
ま
さ
に
宝

暦
騒
動
の
中
心
地
で
あ
る
。

　

上
町
小
学
校
で
は
昭
和
42
（
１
９
６
7
）

年
か
ら
、
児
童
に
よ
っ
て
宝
暦
義
民
の
劇
が

上
演
さ
れ
て
き
た
。
劇
は
発
表
会
や
卒
業
生

を
送
る
会
な
ど
で
上
演
が
重
ね
ら
れ
て
、
児

童
ら
の
心
に
深
く
刻
ま
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
平
成
14
（
２
０
０
２
）
年
3
月
、
児
童

数
の
減
少
に
よ
り
上
町
小
学
校
は
閉
校
。
柳

田
小
学
校
と
し
て
新
た
に
統
合
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
最
後
の
公
演
は
閉
校
記
念
式
典

に
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
っ
て
上
演
さ
れ
た
も
の
。
地

区
住
民
は
有
線
テ
レ
ビ
に
よ
っ
て
収
録
さ
れ

た
番
組
を
ビ
デ
オ
に
録
画
し
て
繰
り
返
し
再

生
し
、
懐
か
し
ん
で
い
た
。

　

劇
が
再
び
注
目
さ
れ
た
の
は
、
町
教
育
委

員
会
が
平
成
24（
２
０
１
２
）
年
か
ら
実
施

し
て
い
る
「
公
民
館
特
色
あ
る
活
動
事
業
」

が
き
っ
か
け
。
上
町
公
民
館
は
住
民
の
結
束

を
強
め
よ
う
と
、
恒
例
行
事
で
あ
る
上
町
保

育
所
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
点
灯
と
宝

暦
杉
の
劇
上
演
の
2
つ
を
事
業
化
し
た
。

　

劇
の
上
演
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
小
学
校

閉
校
式
で
の
最
後
の
公
演
に
参
加
し
た
メ
ン

バ
ー
を
中
心
に
、
復
活
の
動
き
が
急
加
速
し

た
。
12
年
10
月
に
は
宝
暦
杉
を
訪
れ
、
農
民

の
思
い
に
じ
か
に
触
れ
た
。
そ
し
て
復
活
第

一
回
目
の
公
演
は
今
年
6
月
、
上
町
集
会
場

で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

練
習
は
13
年
2
月
に
開
始
。
火
曜
日
の
午

後
７
時
か
ら
集
会
場
や
公
民
館
で
行
わ
れ

た
。
台
本
は
閉
校
式
で
使
わ
れ
た
も
の
を
参

考
に
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
の
上
演
の
印
象
が
強

く
、
ほ
と
ん
ど
当
時
の
配
役
で
劇
に
臨
む
こ

と
に
な
っ
た
。
練
習
中
に
は
セ
リ
フ
を
も

じ
っ
た
冗
談
な
ど
で
笑
い
声
が
絶
え
ず
、
毎

週
火
曜
日
の
練
習
は
楽
し
く
行
わ
れ
た
。

　

復
活
上
演
の
第
一
弾
は
6
月
9
日
に
行
わ

れ
た
。
閉
校
式
で
の
上
演
か
ら
実
に
11
年
ぶ

り
と
な
る
。
約
50
畳
の
一
角
を
ス
テ
ー
ジ
に

見
立
て
、
幕
代
わ
り
の
カ
ー
テ
ン
や
、
仮
設

の
照
明
を
設
置
し
た
。
上
町
区
の
協
力
も
あ

り
上
演
ま
で
の
数
カ
月
間
、
集
会
場
は
舞
台

が
設
置
さ
れ
た
ま
ま
利
用
さ
れ
た
。
当
日
は

観
客
で
満
員
に
。
約
１
５
０
人
が
手
作
り
の

劇
を
見
守
り
、
終
演
後
に
は
お
ひ
ね
り
が
飛

ぶ
な
ど
盛
況
の
う
ち
に
終
わ
っ
た
。
2
回
目

の
公
演
は
、
宝
暦
騒
動
に
つ
い
て
記
載
さ
れ

た
史
料
「
真
念
寺
鬼
簿
帳
」
を
所
有
す
る
神

和
住
の
真
念
寺
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
期
日
は
彼
岸
の
法
要
後
、
観
客
は
寺
の

檀
家
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
ろ
、
県
の
い
し
か
わ
里
山
創
成

フ
ァ
ン
ド
に
ア
エ
ノ
コ
ト
伝
承
と
と
も
に
応

募
。
選
考
を
経
て
採
択
さ
れ
、
里
山
の
に
ぎ

わ
い
作
り
と
い
う
使
命
を
負
う
こ
と
に
な
っ

た
。
費
用
の
一
部
を
自
己
負
担
す
る
必
要
も

あ
り
、
こ
れ
ま
で
よ
り
責
任
が
重
い
。
メ
ン

バ
ー
は
事
業
が
里
山
支
援
事
業
と
し
て
認
定

を
受
け
た
こ
と
で
、
一
層
練
習
に
熱
を
入
れ

た
。
10
月
に
は
、
上
町
公
民
館
が
事
務
局
を

つ
と
め
る
全
国
凧
あ
げ
能
登
大
会
の
前
夜
祭

で
披
露
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
観
客
が
相
手

で
あ
っ
た
が
、
劇
の
思
い
は
通
じ
た
。

宝
暦
杉
の
史
実
伝
承
に
挑
む

村
の
た
め
犠
牲
と
な
っ
た
農
民
は
「
宝
暦
義
民
」
と
呼
ば
れ
る
。

「
宝
暦
義
民
」
の
生
き
た
証
し
を
広
め
よ
う
と
す
る
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
き
た
。

小
学
校
で
上
演
さ
れ
て
い
た
劇
を
復
活
、
上
演
を
通
じ
て
里
山
を
守
り
通
し
た
先
人
の
思
い
を
伝
え
る
。

閉
校
し
た
小
学
校
に
伝
わ
る

劇
を
復
活

06

能
登
に
残
る

宝
暦
の
史
跡
巡
り
②

  

藤
次
郎
碑

5  

藤
ノ
瀬
義
民
碑

6

  

宗
五
郎
地
蔵

7

○藤瀬村から騒動に参加し、獄死した宗兵衛、

七右衛門、市、九郎三郎の慰霊碑。

〈藤ノ瀬〉

○
一
揆
に
参
加
し
た
藤
波
村
野
宗
五
郎
を
ま
つ
っ
て
い

る
と
さ
れ
る
。

〈
藤
波
（
神
目
神
社
下
）〉

○地元の有志によって昭和 59 年に建てられた

碑。碑の側面に病床の藤次郎に代わって、息子

が入牢した顛末が記されている。〈十郎原（白山

神社横）〉

11
年
ぶ
り
の
公
演
復
活
と

里
山
活
性
化
へ
の
取
り
組
み

▲公演でのカーテンコール。出演者は初公演の成功に

頬を緩めた【6 月 9 日・上町集会場】

※
地
図
は
5
ペ
ー
ジ

▲真念寺本堂での公演

【9 月 23 日】

▲宝暦杉を下見する出演者。この時

から準備が本格化した。

【平成 24 年 10 月 27 日】

▼法事に参加した檀家のほか、6 月 9 日の公演を見逃

した人も訪れた【9 月 23 日・真念寺】

練習は火曜日の午後 7 時から行われた。

仕事を終えてから約 2 時間の稽古

▲
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次
代
を
担
う
小
学
生
に

農
民
の
思
い
を
届
け
る

　

小
学
校
で
始
め
ら
れ
た
劇
を
、
再
び
子
ど

も
た
ち
に
見
て
も
ら
う
チ
ャ
ン
ス
を
得
た
。

11
月
9
日
、
柳
田
小
学
校
の
学
校
開
放
日
に

合
わ
せ
て
、
体
育
館
で
の
上
演
が
決
ま
っ
た

の
で
あ
る
。

　

先
述
の
閉
校
式
に
上
演
さ
れ
た
劇
は
も
と

も
と
小
学
生
の
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
。
原

案
を
作
っ
た
の
は
、
昭
和
42
年
に
上
町
小
学

校
で
勤
務
し
て
い
た
西
又
茂
男
さ
ん
（
＝
柳

田
）。
担
任
だ
っ
た
6
年
生
の
児
童
に
郷
土

の
偉
人
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
い
、
後
世
に

残
せ
れ
ば
と
い
う
思
い
か
ら
で
あ
っ
た
。
当

直
勤
務
の
時
間
を
利
用
し
、
夜
10
時
ご
ろ
ま

で
原
田
正
彰
さ
ん
（
故
人
・
柳
田
村
史
の
編

さ
ん
に
携
わ
っ
た
。）
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
脚
本
を
作
り
、
子
ど
も
た
ち
が
劇
に
対
し

て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
見
守
っ
た
。

　

11
月
9
日
、
柳
田
小
学
校
で
の
上
演
に
西

又
さ
ん
の
姿
が
あ
っ
た
。「
小
学
一
年
生
も

そ
れ
な
り
に
劇
を
理
解
し
て
い
る
様
子
が
見

ら
れ
た
」
と
感
じ
た
と
い
う
。
西
又
さ
ん
は

「
地
域
で
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
立
っ
て
、
劇
を
上
演
し
た
こ
と
が
う
れ

し
い
」
と
話
し
た
。

　

後
日
、
公
民
館
に
児
童
ら
の
感
想
文
が
届

け
ら
れ
た
。
子
ど
も
た
ち
に
も
農
民
の
苦
し

み
と
歴
史
の
重
み
が
伝
わ
っ
た
。

十
郎
原
の
藤
次
郎
碑
の
横
に
も
う
一
基
、
小
さ
な
石
碑
が
立
つ
。

そ
こ
に
は
「
魂
ハ
生
テ
イ
ル
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
里
山
を
守
り
抜
い
て
き
た
先
人
の
魂
に
思
い
を
寄
せ
な
が
ら

里
山
里
海
を
守
り
、
次
の
世
代
に
届
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

▲柳田小学校の公演では、児童約 160 人と学校参観者、あわ

せて約 280 人が劇を見守った。

▲

児
童
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
感
想
文
に
は
、
劇
上

演
へ
の
感
謝
と
と
も
に
、
農
民
の
苦
し
み
を

初
め
て
知
っ
た
と
い
う
こ
と
や
、
一
揆
と
い

う
手
段
に
対
す
る
思
い
な
ど
、
大
人
が
想
像

も
し
な
か
っ
た
感
想
が
つ
づ
ら
れ
て
い
た
。

◇

「
ぼ
く
は
笹
川
に
住
ん
で
い
る
か
ら
宝
暦
杉

の
こ
と
は
全
然
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
つ
い

に
一
揆
を
起
こ
し
た
と
き
、
ぼ
く
は
起
こ
っ

て
も
し
ょ
う
が
な
い
と
思
っ
た
け
ど
、
本
当

は
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
。
心
の
ブ
レ
ー

キ
が
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま

す
。」（
5
年
生
）

◇

「
私
は
寺
分
に
住
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し『
宝

暦
杉
』
に
そ
ん
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る

な
ん
て
知
ら
ず
、
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
私
は

地
域
の
こ
と
を
あ
ま
り
知
り
ま
せ
ん
。
な
の

で
こ
れ
か
ら
調
べ
よ
う
と
思
い
ま
す
。」（
6

年
生
）

◇

「
人
々
の
思
い
、
歴
史
、
そ
し
て
あ
の
杉
の

大
切
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
凶
作

で
白
い
米
が
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

は
、
恐
ろ
し
い
こ
と
で
す
。
今
は
店
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。凶
作
で
も
店
で
買
え
ま
す
。

昔
は
大
変
だ
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。」

（
6
年
生
）

大
人
か
ら
子
ど
も
た
ち
へ

　

池
田
澄
子
さ
ん
は
上
町
小
学
校
在
学
時
、

西
又
先
生
の
指
導
を
受
け
て
昭
和
42
年
の
初

公
演
に
参
加
し
た
。

　

劇
の
上
演
後
、
数
人
の
女
子
は
感
動
で
泣

い
て
し
ま
い
、
舞
台
か
ら
下
り
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
と
い
う
。
劇
の
あ
と
、
作
文
に

「
顔
の
黒
い
農
民
に
な
り
た
い
」
と
書
く
ほ

ど
感
情
が
込
め
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

　

今
回
の
小
学
生
の
感
想
を
見
て
、
涙
が
出

た
と
い
う
池
田
さ
ん
。「
当
時
、
西
又
先
生

が
私
た
ち
に
何
を
学
ん
で
ほ
し
か
っ
た
の
か

が
わ
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

　
「
農
地
を
守
っ
た
先
人
の
苦
労
を
改
め
て

知
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
、
伝
え
る
意
義
の

大
き
さ
を
改
め
て
振
り
返
っ
た
。

参考文献等：柳田村史、柳田村の集落誌、能都町史、石川県史、加賀藩史料、「文化財探訪『宝暦義民』」（柳田村有線テレビ放送） 08

▲昭和 42 年 3 月の卒業写真


